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東京都 25 16 福岡県
都道府県・市名 都道府県・市名

主　審： 丸山　健一

から、エース小野寺選手がスパイク得点を重ねてマッチポイントを迎える。最後も、東京都

エース小野寺選手のスパイクが決まり、東京都の優勝が決まった。

審判副委員長

上土谷　政高

戦評用紙

種　別 会　場 海南市総合体育館知的障害の部 (女子)
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決勝戦３位決定戦交流試合

記録員： 土井  康司 Ａ・Ｓ：

第１セット序盤、東京都のセッター伴選手・ライト柊選手のサービスエース、エース小野寺

で得点して応戦するが、東京都リードのまま試合は終盤へ。終盤、福岡県は、キャプテン西

選手のスパイクなどで得点して大きくリードする。福岡県も、エース古賀選手・キャプテン

西山選手にトスを集めて粘りを見せる。しかし、終盤も東京都の勢いは止まらず、レフト相

馬選手のサーブ・スパイク、レフト相根選手のスパイクで得点を重ねて第１セットを取る。

第２セット序盤、東京都がエース小野寺選手のスパイクと、強烈なサーブで流れを掴みリー

ドする。福岡県も、セッター栁澤選手のサービスエースや、エース古賀選手のスパイクなど

山選手の連続サービスエースで粘りを見せるが、東京都リベロ坂上選手の安定したレシーブ
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湯川　智晶副　審：
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